
防災・減災事業

高齢者、子ども、車いす利用者、従業員・来訪者など、立
場別に条件を変えたい。

①

～逃げ地図を活用した防災マップ作成・訓練支援～

計画はある。でも「本当に逃げられるか」が見えない。

逃げ地図(※)は、避難目標地点までの所要時

間と経路を、逃げる人の目線で色分けして可視

化する手書きの地図です。

昼夜、天候、道路状況、歩行速度などの条件

を変えて検討することで、「本当に逃げられるか」

「どこに課題があるか」を関係者で共有できます。

弊社は、逃げ地図研究会に参画し、逃げ地図づくりの
普及啓発を通じたリスクコミュニケーション活動を行ってい
ます。

避難の視点から

「使える計画・マップ」に変える

※「逃げ地図」は、株式会社日建設計の登録商標です。

避難計画が実態に合っているか不安

訓練結果を計画改善につなげたい 関係者で同じ地図を見て話したい

要配慮者・来訪者の避難を検討したい

自治体、福祉施設、学校、地域、企業が共通認識を持っ
て議論できる材料がほしい。

机上検討だけでなく、まち歩き・訓練・振り返りを通して、課
題を更新したい。

計画上の避難先・ルートが現地の危険箇所や所要時間と
合っているか確認したい。

逃げ地図（作例）



防災・減災事業

お問い合わせは、HP内の『お問い合わせ』へ

https://www.mikuniya.jp/

判断・行動がスムーズになり、
自分や大切な人の命を守る
ことにつながります。

④
導入から活用まで一括支援

導入の流れ

❶ ヒアリング ➋ 現地確認 ❸ 逃げ地図作成 ❹ 避難訓練 ❺ 振り返り・改善 ❻ 運用・展開

課題・目的を整理 危険箇所を確認 所要時間とルートを
可視化

実働で検証 結果を計画に反映 継続活用・横展開

サービスメニューと主な活用先

避難計画の
見直し

学校教育・
避難訓練

要配慮者
避難検討

BCP・地域
防災活動

◎主な活用先

自治体 学校

地図のデジタル化・継続活用

企業・
地域団体

導入効果

早めの避難行動に
つながる

地域のつながりと
協力が強まる

実効性の高い
計画につながる

いざというときの
命を守る

逃げられるかを考えることで、
早めの行動に結びつきます。

一緒に考え、話し合うことで、
助け合える関係が育ちます。

◎サービスメニュー

福祉施設

現地確認（まち歩き）逃げ地図ワークショップ開催

実情に合った計画に見直す
ことで実行しやすくなります。
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